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市
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
、

地
方
創
生
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
問
題
は
、
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

市
民
の
協
力
な
く
し
て
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
十
和
田
市
を
「
住
み
た
い
、
行
っ
て
み

た
い
と
思
え
る
自
慢
の
ま
ち
」
に
し
て
、
次
世
代
へ
つ
な
ご

う
と
、
多
く
の
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
未
来
を
拓
く
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

き
る
こ
と
か
ら
力
を
合
わ
せ
て

で

向
むかいまち

町町内会

　側溝が崩れ、雨水で砂利
が流されることで起こるス
リップ事故を防ぐため、町
内会員を中心に側溝普請し
ました。
　費用を最小限に抑えて、
町内の安全を守るために力
を合わせました。

ち
お
こ
し
は
市
民
が
主
役

ま

十和田バラ焼き
ゼミナール

　ご存知、Ｂ‒１グランプリ
で大活躍。第９回郡山大会
でのグランプリ獲得に続き、
昨年10月の十和田大会開催
に大きな力を発揮しました。
『十和田バラ焼き』を通し
て、市の魅力を全国へ発信
しています。

ん
ぜ
ん
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

あ

セーフコミュニティ
再認証
　昨年2月、再認証を取得
したセーフコミュニティで
は、市民主体の活動が高く
評価されました。地域の安
全・安心なまちづくりへの
取り組みは行政と連携して、
地域、ボランティアなどに
よって継続されています。

い
し
い
十
和
田
を
伝
え
ま
す

お

おいしい十和田
キッズソムリエ

　『おいしい十和田キッズ
ソムリエ講座』でキッズソ
ムリエに認定された子ども
たちです。道の駅などで、
自分たちが考案したレシピ
の配布や試食などを行い、
十和田産野菜の魅力を発信
しています。

ぉ
ー
き
ん
ぐ
で
健
康
寿
命
延
伸

う

十和田ノルディック・
ウォーク・クラブ
　通常のウォーキングより
健康効果が高く、手軽に楽
しめるノルディックウォー
クを通じて、健康づくり、
健康寿命の延伸を目指して、
各イベントなどで体験会や、
講習会を開催しています。

が
を
し
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

け

東中学校父母と
教師の会

　砕石層が露出していた同
校グラウンド。石が原因で
起きるケガや土ぼこりが飛
散する現状を改善しようと、
ＰＴＡなどが立ち上がり、
グラウンドの整備事業に取
り組みました。

み
を
拾
っ
て
き
れ
い
な
奥
入
瀬

ご

法奥小学校

　道の駅奥入瀬・ろまん
パーク周辺と奥入瀬渓流、
休屋地区を歩いて、清掃活
動を行いました。素晴らし
い郷土の自然に気付き、郷
土を大切にする心を養うこ
とを目的に行っています。

ぜ
ん
環
境
を
学
び
、
守
る

し

十和田市名水保全対策
協議会
　平成の名水『沼袋の水』
を地域資源として守るため、
同会と赤沼町内会、西小学
校が連携し、沼袋名水公園
に生息している生物を採取
し、自然環境や生物多様性
を学ぶフィールドワークを
行っています。

じ
ゅ
う
者
だ
か
ら
分
か
る
良
さ

い

牛小屋音楽会
　４年前に移住してきた坂
本雅

まさとし

利さん・淑
よ し こ

子さん夫妻
が、年に2～３回開催して
いる牛小屋音楽会。自分も
出演するほか、ご近所バン
ドを結成したり、ゲストを
招くなど多彩なプログラム
が人気の音楽会です。

ち
中
に
三
本
木
小
唄
が
鳴
り
響
く

ま

三本木小唄普及委員会

　復元された『三本木小
唄』を新しい地域資源とし
て定着させるため、講習会
の開催、身体障害者用のは
んてんの整備など、三本木
小唄流し踊りの普及に取り
組んでいます。

こ
や
か
長
寿
を
支
え
ま
す

す

旧晴山学区見守り隊

　旧晴山学区で、高齢者が
安全・安心に暮らせる地域
を目指して、見守り隊を結
成。家庭訪問や交流事業を
展開しています。（写真は、
昨年の『市すこやか長寿を
祝う会』で『じゅんちゃん
一座』と共演した様子）

わ
だ
湖
は
ぼ
く
ら
の
宝

と

チーム
わんぱく十和田っ湖
　十和田湖畔で生まれ育っ
た園児たちが、十和田湖伝
説の演舞、大型紙芝居など
で十和田湖の魅力を発信し
ています。また、市内小学
生と交流し、十和田湖が市
の宝であると再認識しても
らう活動をしています。

っ
く
ば
ら
ん
に
魅
力
を
語
る

ざ

とわだ市民活動
ネットワーク

　北里大学生に卒業後も
『十和田びいき』になって
もらうため、大学生を審査
員にした市の『ふるさと自
慢』を行ったり、大学生に
市のイベントや求人情報を
紹介しています。

づ
く
り
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
が
大
人
気

て

奥入瀬川沿岸地域保全
広域協定
　相坂字箕輪川原に現れた
田んぼアートは、農業と農
村の有する多面的機能の維
持と発揮、景観形成の一環
として作られました。
　『にんにん』の絵と『Ｉ
♡六日町』の文字が描かれ、
多くの人が訪れました。

ー
ぷ
る
シ
ロ
ッ
プ
を
作
り
ま
す

め

青い森の小さな調査団

　十和田湖畔のイタヤカエデ
から採取した樹液を使って、
十和田市産『メープルシロッ
プ』を生産し、市内小売店な
どで試験販売します。加工商
品の製作を通じて、十和田
湖・八甲田山麓の新たな可能
性を調査しています。
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